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　昭和45年（1970）、日興證券（現・ＳＭＢＣ日興証券）創業者である遠山
元一は、郷里の川島町に私立美術館「遠山記念館」を開館させました。
所蔵品は邸宅に飾られた日本や中国の古美術のみならず、アンデスやエ
ジプトの美術、また近代彫刻家の萩原守衛の作品など、多岐にわたります。
　この時に元一が建てた美術館もまた、モダニズム建築家・今井兼次の
最後の作品になります。本年3月に美術館展示設備の改修を終え、遠山記
念館は再出発いたします。美術館のリニューアルを記念した本展では、
当館の所蔵する作品を通じて元一の人間像を紹介することを試みます。

遠山記念館リニューアル記念特別展

遠山元一と美術� 後援：ＳＭＢＣ日興証券

4月1日（日）～5月13日（日）

英一蝶「布晒舞図」江戸時代　17-18 世紀 （展示期間　4/1−4/22）

人物文様綴織コプト裂
4−5 世紀

指物：前田南斉／象嵌：木内省古
彫嵌衝立「松に雉牡丹図」昭和初期

萩原守衛「女」
明治43 年（1910）

2018年 前期 展覧会

展示構成
第1章 　遠山邸の竣工
第2章 　前田南斉の調度
第3章 　アンデス調査団と元一
第4章 　メソジスト信仰とコプト裂
第5章 　趣味と家庭
第6章 　清水比庵へのシンパシー
第7章 　美術館の建設

【土曜講座】
題「日本美術館史上の遠山記念館」
日時：4月14日（土） 午後1：30〜

定員：80名 （先着順、事前予約不要）

参加費：300円 （別途入館料）

担当：依田 徹 （当館学芸課長）
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　昨年6月、黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

の油彩画「裸婦習作」の修復が完了しました。ア
トリエの裸婦を描いたこの習作は、黒田がフランスでラファエル・コラ
ンに師事し、木炭画から油彩画へと進むことを許された1888年（明治21）
1月以降、一年半前後のうちに描かれたものと考えられています。黒田
が洋画家として立つまでの道程を垣間見ることができる貴重な作品です
が、傷みが激しく、画面も不鮮明で鑑賞に支障を来すレベルでした。付
着した汚れの除去を主とした今回の修復を経て、本来の暖かみのある明
るい色彩がよみがえり、外光派の特徴が鮮明に現れた画面となりました。
この “復活した裸婦像” のお披露目をメインに、菱田春草「秋野」、速
水御舟「牡丹」、安田靫彦「風神雷神」、横山大観「耀

はっこうにかがやく

八紘」など、当館
が所蔵する日本の近代絵画から優品を選りすぐって展観いたします。

　美術館リニューアルにあわせて遠山記念館の名品を紹介する展覧会の
第2弾。様々な時代や地域の所蔵品の中からエジプトやイラン、シリアな
どのガラスと、日本・中国・中近東・中南米の陶磁器および土器、土偶
が一堂に会します。ポップで涼しげな古代ガラスの香油瓶や、吉祥や四
季の風情を盛り込んだ陶磁器の鉢、日本独自の発展を遂げた茶の湯の器、
そして来世へ旅立つ人へ奉げたユニークな土器など、その装飾や文様な
どからそれらを生み出した文化的背景や人々の思いを辿っていきます。

[主な出品作品] 　
＜ガ ラ ス＞　�コアガラス香油瓶　エジプトまたは東地中海域　前6－前4世紀

円文様カットガラス碗　イラン・ササン朝 6－7世紀（写真上）、モスク・ランプ　シリア 18世紀
＜土器・土偶＞　�渦巻文様双耳壺　エジプト　先王朝時代　前第4千年記　ゲルゼー期

加彩母子人形双把手付壺　ペルー・チャンカイ文化（1100－1470頃）、女性像　シリア北部　前2千年紀
＜陶 磁 器＞　�青釉壺　イラン　8世紀、青白磁唐子唐草文鉢　中国　北宋時代 12世紀

青磁犬鷹香合　中国　明時代末期 17世紀
黒楽茶碗　銘 大威徳　長次郎　 桃山時代 16世紀（写真下）

色絵蝶牡丹に鳥文鉢　古九谷　江戸時代前期 17世紀　

黒田清輝「裸婦習作」ｃa.1888−1889
カンヴァス、油彩 79.1×61.2㎝

コレクション名品選１

黒田清輝「裸婦習作」と近代絵画
5月19日（土）～ 7月1日（日）

コレクション名品選２

きらめくガラスと陶磁の美
7月14日（土）～10月8日（月・祝）

2018年 前期 展覧会
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　遠山元一が長男一行（大正11年生まれ）の初節句の祝いとして
揃えた、端午の節句飾りです。毎年、雛壇飾りと同様、遠山邸
の中棟大広間に飾られます。
　その中には、人間国宝の二代目平田郷陽や京都の大木平蔵な
ど名工の作品も含まれ、鎧兜を中心に、鍾馗、神武天皇、日本
武尊、応神天皇、源為朝、加藤清正、本多忠勝など勇猛な姿の
人形や飾り馬、また金太郎をはじめ、子どもの姿を表した愛ら
しい人形などが並んでいます。

日時：5月6日（日）
　　　午前11：00～（第1席）／午前11：40～（第2席）　
　　　午後  1：00～（第3席）／午後  1：40～（第4席）　
　　　午後  2：20～（第5席）／午後  3：00～（第6席）　
　　　各回とも25名様

会場：遠山邸 中棟 2階座敷
席料：1,000円 （別途入館料）
呈茶：埼玉県表千家青年部
担当：依田 徹 （当館学芸課長）

　遠山邸の端午の節句飾りに合わせ「遠山
記念館　端午の節句茶会」を開催致します。
普段は公開していない遠山邸の2階、数寄屋
座敷で行います。2階は本座敷の他、洋間の
応接室や寝室が設けられており、呈茶の後、
こちらのお部屋もご見学いただけます。

お申込み
電話もしくはメールで3月1日（木）より予約
を受付けます（TEL 049-297-0007、メール
　tkkk@e-kinenkan.com）。定員に満たなか
った場合は、当日のご参加も受付けます。

遠山家端午の節句飾り
４月１１日（水）～５月６日（日）

端午の節句茶会

2018年 前期 催しもの
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　桜花から若葉萌え出る季節へ、いよいよ春たけなわを迎える遠山邸にて、お抹茶（薄茶）をお召し上
がりいただけます。今回は2日間にわたり、普段非公開の2階座敷と離れの小間に釜がかかります。堅
苦しいお作法は一切いりません。それぞれの趣向をお楽しみください。参加御希望の方は、各々の呈
茶席受付でお申込み下さい。いずれも席料は500円（別途入館料）です。お菓子がなくなり次第終了す
る場合がございます。

　和風建築の技術の粋を集めて昭和初期に建てられ
た、遠山邸の大広間で、今ではほとんど忘れ去られ
てしまったSPレコードの鑑賞会パート22を行いま
す。SPレコードは、エジソンが蝋管式のレコード
を発明してから、大量生産に向く円盤型になって、
音楽を記録する唯一のメディアとして一世を風靡し
ましたが、割れやすく、記録できる音域も時間も限
られ、やがてLPレコードの出現によって姿を消し
ました。しかしながら、当時の名演奏家・名指揮者の演奏は、SPレコードでしか聴くことはできません。貴重
な記録の中から、クラシック曲からはテノールのエンリコ・カルーソーなど伝説的な歌手の歌声や童謡・唱歌
などを聴く予定です。電気を一切使わず再生されるノスタルジックな音をお楽しみください。
　なお、ご自宅にSPレコードをお持ちの方は、当日お持ち頂ければ飛び入り再生も受け付けます。

登録文化財のお座敷で一服いかがですか？

日時：5月4日（金・祝） 午後1：30～2：30
会場：本館大広間　定員：50名（先着順）
参加費：入館料のみ

2018年 前期 催しもの

●レトロな空間で、ノスタルジックな音楽を
手回し蓄音機による

SPレコード鑑賞会  Part 22

2階座敷からの庭の眺め 離れ茶室

4月8日には「投扇興を楽しむ会」も開催します。
午前11：00～12：00 ・ 午後2：00～3：00　どなたでも参加可能です。

会場：遠山邸中棟2階座敷
主催：川越茶友会

午前10：00～午後3：00
第1回　日時：4月7日（土）

会場：離れ茶室
主催：縁喜庵佐藤宗雲・佐藤宗紅 両氏

午前11：00～午後3：00
第2回　日時：4月8日（日）
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　　編集発行　公益財団法人遠山記念館
　　編集担当　小野　恵

 　 
〒350−0128  埼玉県比企郡川島町白井沼675

TEL   049−297−0007
FAX  049−297−6951

国
道
254号 上八林

入
間
川

上伊草

川島町役場

下伊草

落合橋
釘無橋

県道339号

牛ヶ谷戸バス停
太郎衛門橋

荒川

県道
12号
線

至川越 至上尾

至坂戸

至東松山

道場橋

桶川
北本県道74号

圏央道

遠山記念館

桶川駅

川島

電車・バスでのご来館の場合
⃝東武東上線・JR埼京線　川越駅　
⃝西武新宿線　本川越駅　⃝JR高崎線　桶川駅
　いずれも「川越駅−桶川駅」間の東武バスで
牛
うし

ヶ
が

谷
や

戸
ど

下車、徒歩15分

お車でのご来館の場合
⃝圏央道川島ICより7分
⃝�川越方面から国道254号線の宮元町交差点を川島方面へ右
折、釘無橋を渡り最初の信号を左折、案内板に従って約
10分

利 用 案 内

◇開　　　館　午前10:00～午後4:30
　　 （入館は午後4：00まで）

◇全 館 休 館　3月13日（火）
4月10日（火）・5月8日（火）

◇邸宅・庭園のみ公開
　　　　　　 3月31日（土）

5月15日（火）〜18日（金）
7月  3日（火）〜13日（金）

◇詳しい展覧会情報は下記でご覧いただけます。
URL http://www.e-kinenkan.com

　昭和初期の雰囲気が色濃く漂う和洋折衷の応接室を中心に、庭園を
一望できる14畳の座敷、和風サンルームのような畳廊下など見どころが
いっぱいです。

2018年 前期　遠山邸２階　特別公開日
４月22日（日）・５月26日（土）・６月９日（土） 

午前11：00〜午後３：00

　「遠山記念館 友の会」は、遠山記念館を何度も訪れたいという方や、邸宅・庭園および美術館
の活動やイベントに積極的に参加したいという方のための集まりです。
　入館料をはじめ、講演会など各種イベントへの無料ご招待、図録やミュージアムグッズの割
引など、様々な会員特典をご用意して皆様のご入会を心よりお待ちしております。

※�年会費は3,000円（毎月入会月から1年間有効）で入会金はありません。
※�2018年4月1日より募集を開始いたします。詳しくは別途案内チラシをご参照下さい。

「遠山記念館 友の会」発足のご案内

◇入　館　料
期　間 一　般 学　生

美術館 休館中 〜3/31 500円 300円
特別展

「遠山元一と美術」
4/1〜
5/13 1,000円 700円

コレクション名品選 5/19〜 700円 500円
中学生以下は無料（団体20名以上は2割引となります）




